
畑作物の 315円 284円 252円 221円 189円

直接支払交付対象者 152円 137円 122円 106円 91円

非対象者 152円 137円 122円 106円 91円
種 子 用

大 豆 461円 415円 369円 323円 277円
３類,６類
７類,９類

丹波黒以外

の 黒 大 豆 230円 207円 184円 161円 138円

６類,７類,９類 丹 波 黒 472円 425円 378円 330円 283円

１ｋｇ当たり共済金額（農家の選択）

１類及び
6類,7類

（乾燥子実で、
かつ、黒大豆以
外の品種）

一 般
大 豆

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もしもに備え、大豆共済のご加入で経営安定を図りましょう。 

畑作物の直接支払交付金の交付対象者であれば、補償金額を大幅にアップすることができます。 

また、減収した場合の理由を大豆共済の被害申請により証明できます。 

自然災害や病虫害、鳥獣害、火災による大豆の減収を補償 

  

発芽期（移植期）～ 通常の収穫期 （圃場より搬出するまで） 

  

以下の３つの加入方式からお選びいただけます。 

  

  

大豆を５アール以上栽培 

（栽培する全ての耕地を対象。ただし、枝豆等の未成熟で収穫されるものは除く） 

【おすすめ！】 

全量をＪＡ等に出荷し、収量を伝票で把握できる農家が対象。 

過去の出荷データを基に基準収穫量（平年収量）を設定し、全耕地の増減収量を相殺した結果、減収量が基準収穫量

の 1 割（2 割または３割合）を超えた場合に共済金をお支払いします。 

被害耕地の減収量の合計が、総基準収穫量の２割（３割または４割合）を超えるときに共済金をお支払いします。 

※無被害耕地は基準収穫量のままとします。 

※種子用大豆は種子生産圃場の指定を受けた大豆が対象となります。 

※6 類及び７類は地域インデックス方式。（田で栽培：6 類、畑で栽培：7 類） 9 類は、帳簿全相殺方式。 

地域の過去５カ年の統計単収の中庸３カ年平均を用いて基準収穫量を設定し、当年の統計データによる収穫量が、 

基準収穫量の１割～３割（選択された補償割合に応じた割合）を超えるときに共済金をお支払いします。 

全相殺方式（９割、８割、７割補償） 

】） 

半相殺方式（８割、７割、６割補償） 

】） 

地域インデックス方式（９割、８割、７割補償） 

】） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



全相殺方式 半相殺方式
地域インデックス方式

（６類）
地域インデックス方式

（7類）

9割 8割 9割 9割

交付対象者

非対象者

270 kg 240 kg 270 kg 270 kg

交付対象者 85,050円 75,600円 85,050円 85,050円

非対象者 41,040円 36,480円 41,040円 41,040円

12.37% 7.80% 2.86% 4.10%

交付対象者 4,734円 2,654円 1,095円 1,569円

非対象者 2,284円 1,280円 528円 757円

補償金額(共済金額)

〔引受収量×1kg当たり共済金額〕

共済掛金率（新規加入の場合）

農家負担掛金

〔共済金額×掛金率－国庫負担※注1〕

引受収量　〔基準収穫量×補償割合〕

引受方式

補償割合

1kg当たり共済金額
315 円　の場合

152 円　の場合

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

例）３つの耕地を所有し、総基準収穫量３００ｋｇ、面積３０ａの場合（白大豆） 

合計 

総基準収穫量 300kg 

面積        30ａ 

基準収穫量 100kg 

面積       10ａ 

基準収穫量 100kg 

面積       10ａ 

基準収穫量 100kg 

面積       10ａ 

※ 注１ 共済掛金のうち国が半分以上(５５％)負担しますので、少ない掛金で大きな補償となります。 

※ 令和１年産から、個人の損害率によって段階的に掛金率を設定する危険段階別共済掛金率を導入しています。例では新規に加入した

場合の掛金率で計算しています。地域インデックス方式の共済掛金率は山口市の掛金率を用いて計算しています。 

※ 上記掛金に事務費賦課金が加算されます。(10ａ当り 135 円) 

  

損害評価を行い、農林水産省より定められている諸手続き、認定等を経て、次の額をお支払いします。 

 

共済金 ＝ １ｋｇ当たり共済金額 × 共済減収量 
 

※畑作物の直接支払交付金の交付を受ける方については、営農継続支払に相当する額が数量払に相当する額よりも多い場合は、 

営農継続支払と数量払の差に相当する額を控除するよう減収量を調整して共済金を算定します。 

 

＊共済減収量は、引受方式ごとに異なります。 

・全相殺方式：農家ごとの共済事故により減収した量の合計が、基準収穫量の１割～3 割を超えた数量（kg） 

・半相殺方式：農家ごとの共済事故により減収した量の合計が、基準収穫量の２割～４割を超えた数量（kg） 

・地域インデックス方式：（基準単収－当該年産の統計単収）×面積が、基準収穫量の１割～３割を超えた数量（㎏） 

 

・損害評価 

     損害評価は、組合員からの損害発生通知を受けて、農林水産大臣が定める畑作物共済損害認定準則及び 

畑作物共済損害評価要綱等に基づいて耕地ごと組合員ごとに現地調査を行います。 
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